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Ⅰ新技術の解説

１要旨

(1)

玄米の等級1等およびタンパク含有率7.5％以下を前提とした会津山間地域における目標収量は
65.0kg/aであり、窒素施肥体系は基肥0.6～0.8kg/a＋減数分裂期追肥0.2kg/aが適当である（表
1）。また、阿武隈山間地域における目標収量は55.0kg/aであり、窒素施肥体系は基肥0.6kg/a＋
減数分裂期追肥0.2kg/aが適当である（データ省略）。減数分裂期追肥は米粒肥大効果が高く、
米粒がやや薄い特性を補うことが可能である（表1）。 

(2)

目標収量を得るために必要な成熟期の生育量は、会津は稈長85.0cmおよび籾数3.6万粒/m2程
度、阿武隈は稈長82.0cmおよび籾数3.4万粒/m2程度である（表2）。また、幼穂形成期の生育量
は、会津は草丈65.0cm、茎数600本/m2程度および葉色39.0～42.0、阿武隈は草丈65.0cm、茎
数550本/m2程度および葉色38.0～41.0を確保する必要がある（表2）。

(3) 幼穂形成期追肥（出穂20～25日前）は品質が安定しないため（図1）、葉色39.0未満（会津）およ
び38.0未満（阿武隈）の場合のみ、最低限の籾数確保を目的として窒素成分0.2kg/a程度を施用
する。

(4) 減数分裂期追肥（出穂10～15日前）は、追肥による玄米タンパク含有率の上昇を避けるため、
葉色40.0以下（会津）および葉色39.0以下（阿武隈）の場合に窒素成分0.2kg/a程度を施用する
（図2）。

(5) 刈り取り適期は、出穂後積算気温900～1100℃の期間である（図3）。

２期待される効果

 「ゆめさやか」の良質米の安定生産が図られる。

３適用範囲

 会津山間および阿武隈山間地域の「ゆめさやか」の作付け地域

４普及上の留意点

 過剰な基肥は籾数の過剰と耐倒伏性の低下を招き、「ゆめさやか」の特徴である良食味、高品質を
損なう恐れがある。したがって、基肥量は地力および堆肥の施用量等を勘案して調整する。
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